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「わたくし は、 ただ、 自分の 欲求に 従 ひ、 只管 霊感に 

耳 を 傾けて、 劇作の 筆 を 取り 始めました。 流行の 誤れ 

る 趣味、 因襲の 命ずる 手段 術策 はこれ を 顧みる 気にさ 

へなら なかった のです。 わたくし は、 ただ、 人生 研究 

に 憂身 を※ 〔# 「{ かんむ リ\ 婁」、 72- と す 一 介の 徒弟で 

ありました。 それ は 光と 影と を 併せ 有ち、 その 中に 神 

秘の姿 を 織り込んで ゐ るいと も 弱き 人生であります。 

わたくし は、 まだ 名 も 知らない、 誰も 十分に 究めた こ 

とのない、 まことに 危 ふい 道 を 進んだ のです ご 

これ は、 ブゥェ リエが、 批評家 ブ リツ ソンに 宛てた 

献呈 語の 一 節で ある。 また、 



「此の ささやかな 戯曲 —— そこで は、 愛と 死との 運命 

が 奇怪な 戯れ を 演じて ゐる この 戯曲 は、 ジャック • ル 

ゥシェ 君の 手に よって、 美術 座 開場 初 興行の 舞台に か 

けられた。 …… ジャック. ルゥ シェ君 は、 主として 舞 

台 装置 の 芸術的 革新 を 唱導した 。 此の 「子供の 謝肉祭 」 

によって、 極く 僅かの 様式が、 最も 単純な 外貌に 如何 

に 美 を 添へ 得る か を 人々 は 知った ので ある ご 

と、 彼 は、 此の 戯曲の 跋文に 述べて ゐる。 彼 は、 な 

ほ、 その 役々 の 出来映え について、 出演 俳優の 悉くに 

感謝の 意 を 表した 後、 再び 此の 戯曲に ついて 自ら 語つ 

てゐ る。 曰く、 



擢ん でた ある 独自な もの を もって ゐ るからで、 その 点 

私の 努力 は 無駄でなかった と 信じて ゐる。 

多くの 批評家 は、 彼の 作品 を 通じて、 マァ テル リン 

クの 影響が 少 くない こと を 指摘して ゐる。 私 も 同感で 

ある。 読者 諸君 もす ぐ に そ れは 気づ かれる ことで あら 

う。 ただ 此の 作者が、 その 偉大 さに 於て でな く、 思想 

的に、 かの フ ラマンの 神秘主義 者と 異る処 は、 恐らく 

ボン. サン ス 

此の 仏蘭西 人が、 所謂 自ら 云 ふところの 「良識」 を 

尊ぶ あまり、 却って、 「良識」 ならざる 「常識」 的 人道 

家の 域に 止ま つて ゐる であらう。 

しかし、 一 方、 彼 は、 ロマン • 口 オランの 所謂 「民 



撒いて ゐる。 

と は 云 ふ ものの、 千九百年代の 初頭に 此の 作 を 示し 

た 戯曲 家 ブゥェ リエ は 、やはり、 一個の 先駆 的 芸術家 

であった こと は 争へ ない。 そこに は、 在来の 写実 劇に 

は 見られない 「感情の 昂揚」 が あり、 たと ひ 比喩の 域 

を 全く 脱し 得ない にもせ よ、 やや 暗示に 近き 心理描写 

によって、 次の 新しい 時代 を 開いた 功蹟 は、 ポ オル- 

クロ オデルと 共に 仏国 戯曲 史の 一 頁 を 飾る 資格が ある。 

殊に、 所謂 ポェ ジィ. アンチ ィム、 即ち、 日常生活 

の 中に 織り込まれ たおの づ からな 「詩」 を、 極めて 直 

截な 表現 を 以て、 かく も 高らかに 之 を 舞台の 上に 活か 



の 第三 次 美術 座 は、 第一 に 此の 作品に 眼 を 着けた ので 

ある。 この こと は、 本文の 初めに、 ブゥェ リエ 自身の 

口から 云 はせ た 通り だが、 その 年、 即ち 千 九 百 十 年 を 

一期と して、 仏国 劇壇の 先駆 的 傾向が 目覚ましい 躍進 

を 遂げた こと は、 「子供の 謝肉祭」 の 舞台 的 成功に 剌激 

される ところが 多かった と 云って いい。 此の 歴史的 意 

義 からで も、 今日、 サン ニソョ ルジュ .ド. ブゥ エリ 

ェの名 は 「子供の 謝肉祭」 の 名と 共に、 一応、 近代劇 

研究者の 脳裏に 刻みつ けて 置く 必要が あると 思 ふ。 
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